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発生数
※熊本県高齢者支援課まとめ
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新しい生活様式を取り入れた「当たり前」を実践する

• 3密（密閉・密接・密集）回避は「当たり前」

• 基本的な体調管理、栄養管理は「当たり前」

• 手洗い、消毒、マスク着用など基本対策は「当たり前」

• 万が一に備えた準備は「当たり前」

個別ケアの重視、濃厚にならない接触（15分以内ルール）、休憩はバラバラ、
リモートの活用など

こまめな検温、こまめな状態観察、食事のバランスなど

スタンダードプリコーションの徹底、1ケア1手洗いの徹底など

制度改正、ｸﾗｽﾀｰを想定した備え、応援派遣体制の準備など





• 定時及び事象発生の都度、感染委員会を開催

• 換気、備蓄品、動線などの定期点検

• ＢＣＰの順次見直し→役割分担や連絡方法など

• PPE脱着法動画の作成、オンライン配信にて職場内研修

• 濃厚接触、感染者、新規入所者などに対する検査の自主実施

• 蔓延防止期間中などのコロナ特休

• コロナ特休を活用した時短勤務（接触割合を減らすため）

• 感染対策を万全にしている上で、積極的な実習生の受け入れ






